
第１２１号

－ １ －

行える施設は旭川医科大学病院のみであり、下肢、
上肢、脊椎、腫傷の各専門グループの充実が地域医
療にとり重要であると考えます。近年、各グループ
とも手術件数は増加しており、今後も自分の専門分
野である股関節に偏らず、各専門グループの更なる
充実を第一に優先して考えたいと思っております。

現在、インプラントー骨間の術後早期の強固な固
着と、生体為害性の低下の利点を持つ、新しいセメ
ント非使用人工股関節の医師主導治験を、北海道臨
床開発機構(HTR)の「ゆるむ事のない人工関節開発
へのブレークスルーの橋渡し研究」や、旭川医科大
学の「独創性のある生命科学研究（プロジェクト研
究)」などの支援の下に行っています。治験は順調
に進んでおり、患者様の身体機能の長期維持に貢献
できるよう、更に耐久性が向上した人工股関節の早
期製品化を目指したいと思います。また、当教室が
全国的にもレベルの高い研究と診療を目指し努力し
ていること、脊柱、上肢、下肢、腫傷の各グループ
においても手術件数が増加し、実績を挙げているこ
となどをアピールしていきたいと考えております。
吉田学長、松野病院長のご指導、ご教示を仰ぎな

がら、皆様とともに努力して参りたいと思います。
どうそよろしくお願い申し上げます。
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(編集）旭川医科大学病院

広報誌編集委員会委員長

寅 川 博之
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この度、循環・呼吸・腫傷病
態外科学分野が再編となり、血
管外科学分野と心臓大血管外科
学分野が誕生し、６月２１日付け
で血管外科学の教授を拝命致し
ました。

私は、本学の７期生として、
外科学第１講座（循環・呼吸・
腫傷病態外科学分野の前身）に
入局し、院内の皆様のご支援ご

http://www､asahikawa-medaGjp／

指導をいただきながら22年間にわたって旭川医科大
学病院に勤務してまいりました。本院の血管外科は、
虚血肢治療で日本一の手術例数と手術成績を誇り、
最後の砦として全国から患者が集まるまでになって
おり、先達が築かれた伝統ある教室を引き継ぐ重責
に身が引き締まる思いであります。折しも時代は動
いており、従来の外科治療に加えて、カテーテルを
用いた血管内治療がこの数年で著しく進歩し、血管

に入局し、平成14年４月からは旭川医科大学助教授
として、教育、研究、診療に携わり、人工関節置換
術や骨盤骨切り術などの股関節手術を執刀して参り
ました。

診療の方向性としてはまず「各専門グループの充
実」を挙げたいと思います。道北の現状では、整形
外科の上肢、ド肢、脊椎、腫傷疾患の専門的治療を

職鵬雛雛職に雛謬ぞ

整形外科学講座伊藤浩

鍾弾ｉｆ恕縄鍛織鎧職識鐙蟻醗i溌郷

平成24年５月１日付けで、轄

形外科学講座教授を拝命いたし
ました。初代竹光義治教授、先
代松野丈夫教授のもと培われま
した伝統を受け継ぎ、整形外科
学の更なる発展に向けて、研究、
教育、臨床への貢献に努力いた
す所存でございます。

私は北海道大学を昭和62年３

外科は大変革期を迎えております。一方、糖尿病と

透析例の増加により動脈病変の好発部位がより末梢
へと変化してきており、従来の血管外科の枠を超え
た顕微鏡下手術が必要な虚血肢例がみられるように
なってまいりました。このような中で、血管外科教
室を主宰するにあたり、私は、以下の３つの方針す

なわち「Openrepair（外科手術）と血管内治療の
両立｣、「大血管外科からマイクロサージェリーま
で｣、「臨床研究によるエピデンスの発信」を掲げて、
これまでの伝統を守りながら、さらなる進歩を目指
したいと考えております。
一方、血管外科では、血管病を扱うことから高齢

者が多く、入院時から歩行困難や慢性嬉痛を抱え脳
血管や冠動脈にも血管病を併発している方も少なく
なく、入院生活や手術に際して、診療科を超えた医
療者の連携や、看護の力がますます必要となってお
ります。チームワーク良く全国から集まる難治例の
治療にあたって、全国でも珍しい血管外科専門の教
室として日本の血管外科を引き続きリードしてゆか
なければなりません。
各診療科や中央部門の方々および看護部門の皆様

との連携をより深めて、先進的で良質な診療の実践
と研究成果の発信に尽力してゆきたいと考えており
ますので、引き続き、私ども血管外科にご支援ご指
導を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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月に卒業後同大学整形外科教室
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